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南保護区について

南保護区保護司会長　藤井一夫

　会長に就任して 3 年が経過し、 保護司
会活動が順調に推移できましたのは、区役
所など関係機関や保護司協力会のおかげに
よるものと深く感謝申し上げます。
　近年、南保護区は保護司の高齢化が進み
定年退任者が増加傾向にあります。保護司
定員 65 名に対し現員数が 45 名となり新
任保護司の確保が喫緊の課題です。
　令和 2 年度、 南保護区は名古屋保護観
察所長から保護司確保重点地区に指定され
ており、保護司会では広報紙、HP 等によ
る情報発信と保護司適任者の確保に取り組
み安心安全なまちづくりの一翼を担ってま
いりたいと思います。
　更生保護活動についてご関心をお持ちの
方は、 区役所内の更生保護サポートセン
ターひまわりへぜひお立ち寄りくだ さい。

　ご挨拶

　
名古屋保護観察所長　原沢和茂

　安心 ・ 安全な

　　　　　     まちづくり

　　　　南区長　古川直樹

　保護司の皆様へ

　　　南警察署長　松木博志

　新型コロナウイルスの関係で，更生保護
活動の推進に大きな影響が出ており，特に
第一線におられる皆様方の戸惑いは大なる
ものと推察します。経済活動への影響が出
つつあり，保護観察対象者等の雇用環境の
悪化が強く懸念されます。保護観察所とし
ても今後の動向を注視し，必要な支援を適
切に実施していきたいと考えています。
　また，今年で 70 回目を迎える「社会を
明るくする運動」は，SNS などを活用して
地域住民の皆さんに広報し，更生保護活動
への参加，取り分け，保護司適任者の確保
につなげていきたいと考えています。
　皆様方におかれては , くれぐれも注意を
いただき，収束の暁には，速やかに通常の
更生保護活動を再開したいと思います。引
き続き，よろしくお願い申し上げます。

　南保護区保護司会の皆様には、日頃から
犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地
域の力として、ご尽力をいただき厚くお礼
を申し上げます。
　近年、地域コミュニティの希薄化が言わ
れておりますが、地域に根差した保護司の
皆様の活動は、大変意義深いものだと考え
ております。南区役所でも、犯罪のない地
域づくりをめざして取り組みを進めており
ますが、その実現のためには、皆様のご協
力が必要不可欠でございます。
　現在、このような大変厳しい環境下では
ありますが、皆様のますますのご活躍を祈
念しております。
　今後とも、皆様とは連携・協力しながら
取り組みを進めて行きたいと考えておりま
すので、よろしくお願いいたします。

　南保護区保護司会の皆様には、日頃から
警察行政各般にわたりご理解、ご協力をい
ただき厚くお礼を申し上げます。
　また、新型コロナウイルスの影響により
皆様の活動をはじめ社会生活全般にわたり
多大な支障が生じている中、困難な情勢に
も挫けず保護行政に誠心誠意努められてい
る皆様に本当に頭が下がる思いです。
　さて、皆様と警察の業務は密接な繋がり
を持っており、一層の協力が「安心して暮
らせる安全な南区」への近道であると確信
しております。「悪を憎んで人を憎まず」
の精神の下、過ちを犯してしまった人や将
来を担う若者を善導するなどの活動に共に
取り組んで参りたいと思っております。
　今後とも連携した活動を推進したいと思
っておりますのでよろしくお願いします。
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　
　
　

南
区
推
進
大
会

更
生
保
護
の
父

　
　

金
原
明
善
記
念
館
を
訪
ね
て

　

研
修
部
会
は
年
３
回
の
観
察
官
に
よ

る
地
域
別
定
例
研
修
会
を
開
催
。
東
部

西
部
合
同
自
主
研
修
会
で
は
、
南
警
察

署
よ
り
講
師
を
招
き
少
年
犯
罪
に
つ
い

て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
視
察
研
修
で
は
更
生
保
護
女

性
会
の
方
も
参
加
さ
れ
、
金
原
明
善
記

念
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
金
原
明
善
と
言

う
方
は
、
実
業
家
、
天
竜
川
の
治
水
な

ど
の
公
共
事
業
家
、
ま
た
教
育
者
、
そ

し
て
更
生
保
護
事
業
の
創
始
者
と
し

て
、
人
生
を
生
き
た
人
で
す
。

　

わ
が
国
の
更
生
保
護
は
、
明
治
21

年
、
金
原
明
善
、
川
村
矯
一
郎
ら
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
静
岡
県
出
獄

人
会
社
」
に
始
ま
る
と
言
わ
れ
、
同

会
社
は
、
刑
務
所
出
所
者
の
保
護
を

行
っ
て
そ
の
再
犯
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
宿
泊
保
護
施
設
（
現
在
の

更
生
保
護
施
設
の
源
流
）
を
設
け
る

と
と
も
に
、
県
下
に
１
７
０
０
人
を

超
え
る
保
護
委
員
（
今
の
保
護
司
の

源
流
）
を
配
置
し
刑
務
所
出
所
者
の

保
護
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

の
ち
に
、
各
地
に
釈
放
者
保
護
団

体
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ

れ
が
現
在
の
「
更
生
保
護
法
人
」
の

前
進
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
井
伊
直
虎
ゆ
か
り
の

寺
、
龍
潭
寺
の
う
ぐ
い
す
張
り
の
廊

下
や
、
井
伊
家
歴
代
当
主
の
位
牌
を

ま
つ
る
お
堂
や
本
堂
の
裏
に
あ
る
有

名
な
庭
園
も
見
学
し
て
来
ま
し
た
。

　
　
　

研
修
部
会
長　

大
矢
博
一　

　

令
和
２
年
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
は
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
に
理
解

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
地
域

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。

　

令
和
元
年
６
月
26
日
南
区
役
所
講

堂
に
お
い
て
社
明
運
動
南
区
推
進
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
沢
名
古
屋
保
護
観
察
所
長
か
ら
古

川
区
長
へ
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝

達
、
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
南

区
優
秀
作
品
を
書
か
れ
た
生
徒
さ
ん
本

人
に
朗
読
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
区
役
所
東
側
に
お
い

て
社
明
運
動
啓
発
懸
垂
幕
を
南
区
長
、

観
察
所
長
、
南
警
察
署
長
な
ど
参
加
者

に
よ
り
掲
揚
し
、
保
護
司
、
更
生
保
護

女
性
会
員
が
区
役
所
を
訪
れ
た
人
々
に

テ
ィ
シ
ュ
な
ど
を
手
渡
し
社
明
運
動
へ

の
理
解
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ホゴちゃんを迎えて
社会を明るくする運動 南区推進大会

　　社会を明るくする運動 南区推進大会
名古屋保護観察所長、南警察署長、南区長な
ど来賓関係者（懸垂幕掲揚塔前にて）

金原明善記念館前にて
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南
区
区
民
ま
つ
り

　
　

薬
物
乱
用
は　

ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ

ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。

　

去
る
11
月
10
日
（
日
）
南
区
区
民
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
の
ガ
イ

シ
ホ
ー
ル
が
耐
震
工
事
等
の
た
め
使
用

で
き
ず
南
小
文
化
劇
場
と
大
磯
小
学
校

の
二
ヶ
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
保
護
司

会
の
テ
ン
ト
で
は
、
啓
発
活
動
と
し
て

薬
物
乱
用
防
止
活
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
催
し
ま
し
た
。
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
と

弊
害
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
に
よ
る
薬
物

乱
用
防
止
ク
イ
ズ
、
ま
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
お
絵
書
き
コ
ー
ナ
ー

で
は
色
鉛
筆
と
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
せ
ん
べ
い

を
広
報
紙
と
と
も
に
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

に
入
れ
て
配
布
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
み
か
ん
の
目
方
当
て
を
実
施

し
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い

参
加
を
い
た
だ
き
大
盛
況
の
う
ち
に
行

え
ま
し
た
。
愛
知
県
警
か
ら
薬
物
乱
用

防
止
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
を
導
入
し
ま
し

た
。
ぬ
い
ぐ
る
み
の
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
君
」
が
子
ど
も
達
と
握
手
し
た
り
一

緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
楽
し
い
時

間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
の
中
で
は
薬
物
害
の
実
体

写
真
等
の
展
示
を
来
場
者
の
方
々
が
見

ら
れ
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
約
８
０
０
名

の
方
が
目
の
中
に
確
認
さ
れ
「
恐
い
で

す
ね
！
」
と
言
わ
れ
る
言
葉
が
心
に

残
っ
た
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　

犯
罪
予
防
部
会
長　

二
村
正
夫

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

1

年
を
振
り
返
っ
て

　

南
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
」
は
、
平
成
30
年
８
月
30

日
南
区
役
所
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
１
年

半
が
経
過
し
ま
し
た
。
当
時
、
名
古
屋

市
内
で
は
緑
区
に
次
い
で
２
番
目
の
開

所
で
し
た
。

　

令
和
２
年
３
月
末
ま
で
に
、
市
内
16

区
全
て
の
区
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

開
所
し
ま
し
た
。

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
更
生
保
護
活

動
の
拠
点
と
し
て
平
日
経
験
豊
富
な
企

画
調
整
保
護
司
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
刑
務
所
仮
出

所
者
な
ど
保
護
観
察
対
象
者
と
の
面

接
、
相
談
の
場
と
し
て
、
あ
る
い
は
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
南
区
推
進
大

会
、
南
区
区
民
ま
つ
り
や
薬
物
乱
用
防

止
運
動
な
ど
企
画
立
案
の
場
、
南
区
更

生
保
護
女
性
会
、

保
護
司
会
役
員

会
、
専
門
部
会
や

他
団
体
と
の
打
合

せ
の
場
と
し
て
活

用
さ
れ
て
お
り
、

犯
罪
、
非
行
の
な

い
南
区
の
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。

名
古
屋
南
地
区
B
B
S
会
の
紹
介
　
　
　
　

会
長　

竹

内

幸

千
　
　
　
　
　

　

日
頃
は
Ｂ
Ｂ
Ｓ
活
動
に
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

私
た
ち
名
古
屋
南
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

は
学
生
会
員
と
社
会
人
会
員
と
合
わ

せ
て
現
在
17
名
で
活
動
を
し
て
お
り

ま
す
。
名
古
屋
市
外
に
住
ん
で
い
る
会

員
も
在
籍
し
て
お
り
、
幅
広
い
地
域
か

ら
非
行
防
止
の
た
め
の
活
動
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
瀬
戸
少
年
院
の
年
間
行

事
に
参
加
、
更
生
保
護
施
設
の
少
年
と

の
清
掃
活
動
、
児
童
自
立
支
援
施
設
で

暮
ら
す
少
年
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど
関
係
施
設
と
の
活
動
を
定
期
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た

関
係
施
設
へ
お
菓
子
を
作
り
届
け
る

活
動
を
毎
年
の
２
月
の
恒
例
行
事
と

し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

学
生
会
員
、
社
会

人
会
員
と
が
お
互

い
に
協
力
し
合

い
、
地
域
の
少
年

を
見
守
り
た
い
と

考
え
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
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再
犯
防
止
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
就
労
支
援
に
つ
い
て

　
　
育
成
指
導
部
会　

國

枝

久

伸

　

保
護
観
察
対
象
者
の
再
犯
を
防
止

し
、
安
全
・
安
心
の
社
会
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
保
護
観
察
対
象
者
等
に
対

す
る
就
労
支
援
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

南
保
護
区
保
護
司
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
名
古
屋
保
護
観
察
所
、
愛
知
県
就

労
支
援
事
業
者
機
構
と
連
携
の
上
、
保

護
観
察
対
象
者
等
の
就
職
に
努
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
度
は
さ
ら
に

南
区
協
力
雇
用
主
会
と
連
携
を
深
め
、

会
員
登
録
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
44

社
の
協
力
雇
用
主
の
協
力
を
得
て
、
保

護
観
察
対
象
者
等
の

就
職
支
援
、
さ
ら
に

は
職
場
定
着
支
援
を

積
極
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

　

新
会
員
を
迎
え
て

　

 

更
生
保
護
女
性
会　

石
田
牧
子

　
退
任
と
藍
綬
褒
章
を
受
章
し

　
　
　
　
　
　
吉　

田　
　

強

　

ひ
・
と
・
や
・
す
・
み

　
　
　
　
　
田

中

正

子

　
油
淋
鶏
（
ユ
ー
リ
ン
チ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
一
品

材
料
（
４
人
分
）

　

鶏
も
も
肉
…
…
…
２
枚

Ⓐ
酒
・
し
ょ
う
ゆ
…
各
大
さ
じ
１

　

片
栗
粉

︿
た
れ
﹀

　
　

し
ょ
う
ゆ
…
…
…
大
さ
じ
２

Ⓑ　

砂
糖
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１
1/2

　
　

酢　

…
…
…
…
…
大
さ
じ 

２

　
　

唐
辛
子
（
小
口
切
り
）
少
々

レ
タ
ス　
　

1/2
個

万
能
ネ
ギ　

1/2
束

作
り
方

①
レ
タ
ス
は
洗
い
水
切
り
し
１
㎝
幅
に
切
る

②
鶏
も
も
は
観
音
開
き
に
し
皮
の
手
前
ま
で

　

１
㎝
巾
に
切
り
込
み
を
入
れ
Ⓐ
で
も
み
込
ん

　

で
お
く
。
余
分
な
汁
気
を
取
り　

片
栗
粉
を

　

全
体
に
ま
ぶ
す
。

③
温
度
１
８
０
℃
の
油
で
②
の
肉
を
皮
面
か
ら

　

き
つ
ね
色
に
揚
げ
る
。

④
ボ
ー
ル
に
た
れ
を
作
り
よ
く
混
ぜ
た
ら
皿
に　

レ
タ
ス
を
敷

き
、
食
べ
や

す
く
切
っ
た

ア
ツ
ア
ツ
の

肉
を
の
せ
、

上
か
ら
た
れ

を
か
け
小
口

切
り
の
ネ
ギ

を
散
ら
せ
ば

で
き
上
り
。

た
い
へ
ん
楽
し
い
時
間
を
過
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
子
育
て
支
援
（
南
区
役
所
内

み
つ
ば
ち
）、
立
正
園
清
掃
、
も
ち
つ

き
大
会
な
ど
の
活
動
に
参
加
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

︷

南区更生保護女性会新年会及び親睦会
（あま市七宝焼アートヴィレッジにて）

　

年
々
会
員
が
減
少
し
危
惧
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
女
性
保
護
司
、
保
護
司
の

奥
様
に
お
声
掛
け
し
た
と
こ
ろ
、
５
名

の
方
が
更
女
会
の
理
念
、
活
動
に
ご
理

解
い
た
だ
き
入
会
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
年
間
の
行
事
、
活
動
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

令
和
２
年
１
月
28
日
、
会
員
の
皆
様
、

特
に
新
会
員
の
方
と
親
睦
を
深
め
る
た

め
新
年
会
お
よ
び
親
睦
会
を
あ
ま
市
七

宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
て
、
七
宝

焼
体
験
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。
15
名

の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
皆
さ
ん

思
い
思
い
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
作

り
、
会
食
の
お
り
披
露
し
て
い
た
だ
き

　

22
年
間
、
活
動
し

て
来
た
、
保
護
司
を
、

昨
年
11
月
、
無
事
に

退
任
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
観
察

所
、
歴
代
の
会
長
を
始
め
と
す
る
保
護

司
会
の
皆
様
方
の
、
ご
指
導
、
ご
支

援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
長

く
も
、
ま
た
短
く
も
感
じ
ら
れ
た
22
年

間
で
し
た
が
、
大
過
な
く
過
せ
た
の

は
、
大
変
有
難
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

保
護
司
生
活
の
一
番
の
思
い
出
は
、

昨
年
、
図
ら
ず
も
秋
の
褒
章
で
、
藍
綬

褒
章
の
栄
に
浴
し
た
事
で
し
た
。
思
い

も
寄
ら
ぬ
こ
と
で
大
変
驚
き
ま
し
た
。

昨
年
12
月
、
家
内
共
々
、
法
務
省
で
の

伝
達
式
並
び
に
皇
居
『
豊
明
殿
』
で
の

天
皇
陛
下
の
拝
謁
と
夢
の
よ
う
な
一
日

を
過
し
ま
し
た
事
は
、
身
に
余
る
光
栄

と
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
皆
様

方
の
ご
支
援
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
最
後
に
、
保
護
司
会
の
発
展
と

皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
申

し
上
げ
お
礼
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。
長

い
間
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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藍
綬
褒
章　
　

　
　
　
　

吉
田　
　

強

法
務
大
臣
表
彰　
　
　

　
　
　
　
　

岡
庭　

邦
彦
（
白
水
）

　
　
　
　
　

松
岡　

直
治
（
桜
）

　
　
　
　
　

河
合　

克
己
（
大
生
）

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰　
　

　
　
　
　
　

細
江　
　

正
（
道
徳
）

中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長
表
彰

　
　
　
　
　

阪
納　

正
通
（
白
水
）

中
部
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

　
　
　
　
　

淺
井　

隆
宏
（
笠
寺
）

　
　
　
　
　

田
村
美
津
江
（
大
生
）

名
古
屋
保
護
観
察
所
長
表
彰

　
　
　
　
　

鏡
味　

道
子
（
笠
寺
）

名
古
屋
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

　
　
　
　
　

荒
井　

康
夫
（
菊
住
）

愛
知
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表
彰

　
　
　
　
　

坂
倉　

寛
美
（
春
日
野
）

　
　
　
　
　

西
澤　

博
文
（
豊
田
）

　
　
　
　
　

久
野　

三
月
（
笠
東
）

　
　
　
　
　

國
枝　

久
伸
（
大
磯
）

令
和
元
年
度

道
徳
学
区
の
紹
介

　

道
徳
学
区
は
、
１
８
２
１
年
（
文
政

４
年
）
豪
農
鷲
尾
善
吉
26
才
の
時
、
自

費
を
以
っ
て
堀
川
と
山
崎
川
に
は
さ
ま

れ
た
地
区
に
道
徳
前
新
田
を
開
築
し
た

の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
区
に
は
名
古
屋

市
立
道
徳
小
学
校

同
大
江
中
学
校
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ

数
年
新
築
住
宅
が

急
増
し
小
学
校
生

徒
数
が
増
え
て
い

ま
す
。
学
区
の
北

部
に
は
、
１
９
３
１
年
（
昭
和
６
年
）

に
開
園
し
約
10
年
か
け
て
整
備
さ
れ
た

道
徳
公
園
が
あ
り
ま
す
。
公
園
で
は
毎

朝
約
１
０
０
人
が
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て

い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
土
日
を

除
き
約
20
名
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

し
て
い
ま
す
。
公
園
の
周
り
を
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
す
る
人
は
終
日
絶
え
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
大
人
の
歩
き
で
は
一
周
５~

９
分
ほ
ど
で
す
。
公
園
の
中
に
は
鯨
の

池
（
水
は
な
い
）
と
秋
冬
に
は
渡
り
鳥

が
く
る
大
き
な
池
が
あ
り
ま
す
。
整
備

さ
れ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
学
区
の

盆
踊
り
、
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

令
和
元
年
度
主
な
行
事

５
月
23
日　

保
護
司
会
総
会

６
月
14
日　

第
一
期
地
域
別
定
例
研
修
会

　
　
26
日　

保
護
司
協
力
会
総
会

　
　

〃　
　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　

南
区
推
進
大
会

９
月
25
日　

第
二
期
地
域
別
定
例
研
修
会

10
月
８
日　

薬
物
乱
用
防
止
街
頭
キ
ャ
ン

　
　
　
　
　

ペ
ー
ン

　
　

29
日　

自
主
研
修
会

11
月
10
日　

南
区
区
民
ま
つ
り
に
参
加

　
　
14
日　

視
察
研
修
会

１
月
15
日　

第
三
期
地
域
別
定
例
研
修
会

　
　
　
　
　

新
年
互
礼
会

２
月
２
日　

笠
寺
観
音
節
分
巡
視
活
動

５
月
22
日　

保
護
司
会
総
会

６
月
22
日　

第
一
期
地
域
別
定
例
研
修
会

　
　

 

〃   　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　

南
区
推
進
大
会

９
月
25
日　

第
二
期
地
域
別
定
例
研
修
会

　
　

30
日　

保
護
司
協
力
会
総
会

10
月　
　
　

薬
物
乱
用
防
止
街
頭
キ
ャ
ン

　
　
　
　
　

ペ
ー
ン

　
　

  　
　

  

自
主
研
修
会

11
月
15
日　

南
区
区
民
ま
つ
り
に
参
加

　
　
　
　
　

視
察
研
修
会

１
月
18
日　

第
三
期
地
域
別
定
例
研
修
会

　
　

〃　
　

新
年
互
礼
会

２
月
１
日　

笠
寺
観
音
節
分
巡
視
活
動

５
月
24
日
付

　
　

中
西
誠
一
郎　

様
（
柴
田
学
区
）

９
月
30
日
付

　
　

坂
倉　

寛
美　

様
（
春
日
野
学
区
）　

11
月
24
日
付

　
　

吉
田　
　

強　

様
（
桜
学
区
）

　
　

河
合　

克
己　

様
（
大
生
学
区
）

　
　

退
任
保
護
司
の
紹
介

令
和
二
年
七
月
二
十
日
発
行

南
保
護
区
保
護
司
会

名
古
屋
市
南
区
前
浜
通
三-

一
〇

　

南
区
役
所
区
政
部
総
務
課
内

  

電
話  

〇
五
二-

八
二
三-

九
三
一
二

　
F
A
X　
〇
五
二
‐
八
一
一
‐
六
三
六
〇　
　

毎
年
８
月
末
開
催
の
ど
真
ん
中
祭
り
に

は
そ
の
参
加
者
の
出
発
地
お
よ
び
駐
車

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
中

学
校
の
卒
業

式
前
夜
と
夏

休
み
冬
休
み

前
に
は
大
江

中
学
校
周
辺

の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
行
事
予
定


